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＜連絡事項＞

・管理者だけではなく、一般のスタッフもWIZスケジュール登録を行って下さい。

特に委員会など、病棟から離れる会議のある日は入力しておきましょう。。
＜患者様連絡事項＞
・播磨　克子様様～7月5日(水)14:00～介護認定調査の予定です。
＜要注目患者様＞
・中川原　義雄様～胃痛や歯痛、貧血の随伴症状訴え無く静穏に過ごされている。
・小笠原　文人様～奇異行為なし。動作緩慢さもなく円滑に日課を行っていたが、14:00過ぎに1度、職員玄関の階段方向に向かうスタッフについて行こうとする行動見られ、介入している。
・泉川　ケイ子様～

　　　　　　　　　

・成田　早希様～診察時には病棟の決まりに対する不満を訴え、何でも受持ちのスタッフを通すという決まりを守らなければいけないのは限界と訴えている。
・向井　敦子様～入浴後、下顎の創処置施行している。疼痛の訴えなし。
＜田名部Dr.診察情報＞
・齊藤　光枝様～主治医に調子を尋ねられると「ふつう」と答え、胸部不快はまだ時々あると話される。憂鬱さは無く夜間も良眠出来ているが、排便に関してはピコスルファート内用液でコントロールしたいと自ら希望し処方となっている。７月4日(火）14:00～区分調査であると言う説明からまだ退院出来ない事は理解したと話している。同内容継続7日分処方となる。
・梅内　とも子様～処方薬の調整後、下肢のそわそわ感は落ち着いたこと、酸化マグネシウム錠により、排便も本日あったと主治医に報告している。心配な事は息子の事と経済的な悩みと話し、退院後は施設は全く考えておらず、自宅に帰ると話している。内服薬同内容継続7日分処方。
・板橋　利美様～右前胸部痛持続しているが、カロナール錠服用しても効かないのでもう服用しないと言う。左肩、腰の疼痛あり、体操も出来ず寝返りも打てない。仰臥位で夜間は良眠出来ていると話している。臨時薬同内容で7日分処方となる。６月２６日(月）、２９日(木）服用するダイフェン配合錠処方あり。
・吉田　守幸様～指示・処方の変更なし。
・中里　麻友美様～指示・処方の変更なし。
・小笠原　美千代様～外泊訓練中。
・小豆畑　裕介様～作業療法では文字の練習をしていると穏やかに話している。クエチアピン(100)3T　3×1/毎食後中止とし、リスパダールOD錠(2)2T、リスパダールOD錠(1)2T　2×1/朝夕食後処方開始となる。他臨時薬同内容継続7日分処方となる。
・高橋　伸治様 ～指示・処方の変更なし。
・久保　興介様～指示・処方の変更なし。
・民部田　和哉様～主治医にはメモを書いて渡している。尿が少ない、回数も少ない事。虫刺されあり軟膏希望。床屋に外出したい事を記載しているとの事で明朝からウブレチド錠(5)　0.5錠　1×1/朝食後　4日分とデルモゾールDP軟膏処方となっている。
・成田　早希様～残尿感、尿漏れを訴え明朝からアルダクトンA錠(25)1T　1×1/朝食後　4日分処方となる。日課について何でも受持ちスタッフに相談と言うのはもう限界で、退院したいと訴える。スマホの使用も、通話だけでは不便なためショートメールも許可して欲しいと言う。主治医からはスタッフ立ち合いでショーツメールの使用は可となっている。
・泉川　ケイ子様～北病棟は2回目なんですよと明るく話している。左腕、右手、両下肢の痺れを訴え青山荘への入居は無理と言う。早く退院したいが、通院が困難で誰かに見られているかもしれないという感情があると話している。主治医からは今後についての相談をお兄様にも会って相談する機会を作りましょうと説明している。
